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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底面に記録及び／又は再生用の第１の開口部が形成されたカートリッジ本体と、
　上記ディスクを収納しこの収納したディスクを外部に臨ませる上記第１の開口部に対応
した第２の開口部が形成されると共に上記カートリッジ本体内に回転可能に収納され、記
録及び／又は再生装置への挿入端となる上記カートリッジ本体の前面に臨んで、該記録及
び／又は再生装置側のシャッタ開放部が係合する凹部でなる被操作部が形成され、この被
操作部に係合したシャッタ開放部によって回転するローテーションホイールと、
　上記カートリッジ本体の第１の開口部が形成された底面と上記ローテーションホイール
との間に位置して、上記ローテーションホイールの回転に連動して回動する一対の第１及
び第２のシャッタ板を有し、上記ローテーションホイールの回転に伴って上記第１の開口
部と上記第２の開口部とが一致したとき、上記第１の開口部と上記第２の開口部とを開放
するシャッタ機構と、
　上記カートリッジ本体に回動可能に取り付けられる軸部と、上記ローテーションホイー
ルの上記カートリッジ本体の底面と対向する面にある係合凹部に係合して、上記ローテー
ションホイールを、上記シャッタ機構が第１の開口部を閉塞した位置でロックするロック
部と、このロック部が上記係合凹部に係合した状態を解除するロック解除片とを有するロ
ック部材とを備え、
　上記カートリッジ本体の底面の上記第１の開口部の前面側には、上記シャッタ機構が上
記第１の開口部を開放したとき、上記被操作部を収容するテーパ部が形成され、
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　上記第１のシャッタ板は、上記カートリッジ本体に回動可能に取り付けられ、上記ロー
テーションホイールの回転に伴って回動し、
　上記第２のシャッタ板は、上記第１のシャッタ板に回動可能に取り付けられ、上記第１
のシャッタ板の回動に伴って回動し、
　上記カートリッジ本体の底面の両側には、上記記録及び／又は再生装置への挿入端とな
る前面とカートリッジ本体の底面とを開口し、上記カートリッジ本体の前面から背面側に
向かった溝部が形成され、
　上記溝部の一方は、少なくとも最奥部がこの一方の溝部に係合する上記記録及び／又は
再生装置側の挿入ガイドピンの太さと略同じ幅に形成され、
　上記溝部の他方は、この他方の溝部に係合する上記記録及び／又は再生装置側の挿入ガ
イドピンの太さより幅広に形成され、
　上記カートリッジ本体の底面には、一方の溝部の延長方向に、ロケーションホールが形
成され、他方の溝部の延長方向にアライメントホールが形成され、
　上記溝部の他方に、上記ロック部材のロック解除片が臨まされ、
　上記ロック部材は、上記溝部の他方に進入する挿入ガイドピンによって上記ロック解除
片が押圧されることで回動し、上記ロック部が上記係合凹部に係合した状態を解除するデ
ィスクカートリッジ。
【請求項２】
　上記溝部の一方は、外形形状を略同じくし、ディスクの記録フォーマットを異にした更
なるディスクカートリッジとの識別部である請求項１記載のディスクカートリッジ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録及び／又は再生装置への挿入をガイド機能等を有する溝部を備えたディ
スクカートリッジに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ディスクカートリッジには、下記特許文献１のようなものがある。この特許文献１のデ
ィスクカートリッジは、カートリッジ本体の略円弧状の前面を記録及び／又は再生装置へ
の挿入端として記録及び／又は再生装置に挿入され、カートリッジ本体の底面に設けられ
た位置決め孔に記録及び／又は再生装置側の位置決めピンが係合することによって、装着
部に位置決めされた状態で装着される。
【０００３】
　このディスクカートリッジにおいて、記録及び／又は再生装置に挿入されてから装着部
に装着されるまでの間に、がたつき等によって装着部に移動されず、位置決めピンがディ
スクカートリッジの位置決め孔に装着されないこともあり、装着部へは、ディスクカート
リッジをより正確にガイドしながら移動する必要がある。
【０００４】
　ディスクカートリッジの外形形状を略同じにし、ディスクの記録フォーマットを異にし
た更なるディスクカートリッジが提供されることがある。例えば、民生用のディスクカー
トリッジと放送局等で使用する業務用のディスクカートリッジとを外形形状を略同じにし
ながらも記録フォーマットを異ならせて提供することがある。この場合、ユーザが、正規
の記録及び／又は再生装置とは異なった記録及び／又は再生装置に誤挿入してしまうおそ
れがある。誤った記録及び／又は再生装置に誤挿入されてしまうと、既にディスクに記録
されているデータが誤消去されてしまうおそれがある。
【０００５】
　更に、記録フォーマットを同じにしながら、外形形状を小型にしたディスクカートリッ
ジが提供されることがある。大きさの異なる２種類のディスクカートリッジの記録や再生
を行うことができる記録及び／又は再生装置では、装着部に対する２種類のディスクカー
トリッジの位置決め孔の位置が異なってしまう。したがって、記録及び／又は再生装置の
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装着部には、それぞれのディスクカートリッジの位置決め孔に対応した位置に位置決めピ
ンを設ける必要がある。しかしながら、装着部に設けられる各ディスクカートリッジの位
置決めピンは、一方のディスクカートリッジが装着されたとき、他方のディスクカートリ
ッジに対応した位置決めピンが不要となり、また、一方のディスクカートリッジの装着の
邪魔となってしまう。例えば、小型のディスクカートリッジに用いられる位置決めピンは
、大型のディスクカートリッジが装着される際、装着部に突出していると、大型のディス
クカートリッジの装着を阻害してしまう。このため、各ディスクカートリッジ用の位置決
めピンを出没させる機構を記録及び／又は再生装置に設ける必要が生じるが、このような
機構を設けることは、記録及び／又は再生装置の構成を複雑化させてしまう。
【０００６】
【特許文献１】特開平２００３－１０９３４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、以上のような問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、記録及び／
又は再生装置への装着部へより正確にガイドしながら移動することができるディスクカー
トリッジを提供することにある。
【０００８】
　また、本発明の目的は、記録及び／又は再生装置において種類を識別することができ、
記録及び／又は再生装置への誤挿入を防止することができるディスクカートリッジを提供
することにある。
【０００９】
　更に、本発明の目的は、記録及び／又は再生装置の装着部における位置決めを複数の箇
所で行うことができるディスクカートリッジを提供することにある。
【００１０】
　更にまた、本発明の目的は、大きさのことなる複数のディスクカートリッジを装着する
ことができる記録及び／又は再生装置の構成の簡素化を図ることができるディスクカート
リッジを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明に係るディスクカートリッジは、底面に記録及び／又は再生用の第１の開口部が
形成されたカートリッジ本体と、上記ディスクを収納しこの収納したディスクを外部に臨
ませる上記第１の開口部に対応した第２の開口部が形成されると共に上記カートリッジ本
体内に回転可能に収納され、記録及び／又は再生装置への挿入端となるカートリッジ本体
の前面に臨んで、該記録及び／又は再生装置側のシャッタ開放部が係合する凹部でなる被
操作部が形成され、この被操作部に係合したシャッタ開放部によって回転するローテーシ
ョンホイールと、上記カートリッジ本体の第１の開口部が形成された底面と上記ローテー
ションホイールとの間に位置して、上記ローテーションホイールの回転に連動して回動す
る一対の第１及び第２のシャッタ板を有し、上記ローテーションホイールの回転に伴って
上記第１の開口部と上記第２の開口部とが一致したとき、上記第１の開口部と上記第２の
開口部とを開放するシャッタ機構と、上記カートリッジ本体に回動可能に取り付けられる
軸部と、上記ローテーションホイールの上記カートリッジ本体の底面と対向する面にある
係合凹部に係合して、上記ローテーションホイールを、上記シャッタ機構が第１の開口部
を閉塞した位置でロックするロック部と、このロック部が上記係合凹部に係合した状態を
解除するロック解除片とを有するロック部材とを備える。
【００１２】
　上記カートリッジ本体の底面の上記第１の開口部の前面側には、上記シャッタ機構が上
記第１の開口部を開放したとき、上記被操作部を収容するテーパ部が形成されている。上
記第１のシャッタ板は、上記カートリッジ本体に回動可能に取り付けられ、上記ローテー
ションホイールの回転に伴って回動し、上記第２のシャッタ板は、上記第１のシャッタ板
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に回動可能に取り付けられ、上記第１のシャッタ板の回動に伴って回動する。
【００１３】
　上記カートリッジ本体の底面の両側には、上記記録及び／又は再生装置への挿入端とな
る前面とカートリッジ本体の底面とを開口し、上記カートリッジ本体の前面から背面側に
向かった溝部が形成され、上記溝部の一方は、少なくとも最奥部がこの一方の溝部に係合
する上記記録及び／又は再生装置側の挿入ガイドピンの太さと略同じ幅に形成され、上記
溝部の他方は、この他方の溝部に係合する上記記録及び／又は再生装置側の挿入ガイドピ
ンの太さより幅広に形成される。
【００１４】
　上記カートリッジ本体の底面には、一方の溝部の延長方向に、ロケーションホールが形
成され、他方の溝部の延長方向にアライメントホールが形成され、上記溝部の他方に、上
記ロック部材のロック解除片が臨まされる。
【００１５】
　上記ロック部材は、上記溝部の他方に進入する挿入ガイドピンによって上記ロック解除
片が押圧されることで回動し、上記ロック部が上記係合凹部に係合した状態を解除する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、記録及び／又は再生装置への挿入端となる前面とカートリッジ本体の
底面を開口し、カートリッジ本体の前面から背面側に向かった溝部が形成され、記録及び
／又は再生装置に挿入され装着部に装着されるまでの間に、記録及び／又は再生装置側の
挿入ガイドピンが溝部に係合するので、より正確に装着部に装着することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明が適用されたディスクカートリッジについて、図面を参照して説明する。
本発明を適用したディスクカートリッジは、上述した特許文献１に示した標準的大きさの
ディスクカートリッジの記録及び／又は再生装置にも装着可能なディスクカートリッジで
ある。特許文献１のディスクカートリッジは、直径略１２ｃｍの光ディスクを記録媒体に
用いるのに対して、本発明を適用したディスクカートリッジは、標準的大きさのディスク
カートリッジの光ディスクより小径の光ディスクを記録媒体に用いる。本発明を適用した
ディスクカートリッジは、特許文献１のディスクカートリッジに比べて小径の光ディスク
を用い小型であるから、記録容量は標準的大きさのディスクカートリッジに比べ小さいも
のの、携帯性に優れている。
【００１８】
　図１乃至図３に示すように、本発明を適用したディスクカートリッジ１は、カートリッ
ジ本体２の内部に、光ディスク３が収納されるローテーションホイール４と、シャッタ機
構となる一対のシャッタ板５ａ，５ｂとを収納してなる。このカートリッジ本体２は、互
いに組み合わされる一組の上シェル６と下シェル７とを付き合わせて構成されている。
【００１９】
　このディスクカートリッジ１に用いられる光ディスク３は、中心部に、記録及び／又は
再生装置側のディスク回転駆動機構が係合されるセンタ孔３ａが形成されている。なお、
光ディスク３としては、記録する情報信号に対応したピットパターンがディスク基板に形
成された再生専用の光ディスクであってもよく、また、記録層に相変化材料を用いる書換
型光ディスクであってもよく、更に、記録層に有機色素材料等を用いる追記型の光ディス
クであってもよい。更に、使用される記録媒体としては、光ディスクの他、光磁気ディス
ク、磁気ディスク等であってもよい。また、記録媒体に代わってクリーニングディスクで
あっても良い。
【００２０】
　カートリッジ本体２を構成する上シェル６は、図４に示すように、樹脂材料を射出成形
することにより形成されている。この上シェル６は、全体略矩形状の主面のうち、記録及
び／又は再生装置への挿入端側となる前面が略円弧形状とされている。また、この上シェ
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ル６には、カートリッジ本体２の側面をなす外周壁８が主面の外周縁部に沿って立設され
ている。
【００２１】
　外周壁８には、前面側の中央部に位置して、記録及び／又は再生装置側の光ピックアッ
プを進入させるための第１のピックアップ進入用凹部９が形成されている。また、外周壁
８には、下シェル７と結合するためのねじ穴を形成した複数のボス１０が例えば各コーナ
部近傍に形成されている。
【００２２】
　また、外周壁８の内周側には、図５に示すように、ローテーションホイール４を回転可
能に収納する略円環状の内周壁１１が外周壁８に内接するように形成されている。この内
周壁１１には、前面側の中央部に位置して、記録及び／又は再生装置側の光ピックアップ
を進入させるための第２のピックアップ進入用凹部１２が形成されている。この内周壁１
１は、内側にローテーションホイール４が回転可能に収納され、ローテーションホイール
４が回転するときのガイド壁として機能する。また、上シェル６の主面部は、ローテーシ
ョンホイール４が収納されたとき、ローテーションホイール４とでディスク収納部を構成
する。また、内周壁１１の内側基端部であって第２のピックアップ進入用凹部１２の近傍
には、ローテーションホイール４を持ち上げるリフタ１４が形成されている。このリフタ
１４は、ローテーションホイール４が、シャッタ板５ａ，５ｂが第１の開口部２４を閉塞
するとき、下シェル７側に持ち上げる。
【００２３】
　上シェル６の内面略中央部には、記録及び／又は再生装置側のディスク回転駆動部を構
成するディスクテーブルと共に光ディスク３を挟持するクランピングプレート１３が取り
付けられている。このクランピングプレート１３は、取付リング１３ａによって取り付け
られる。具体的に、クランピングプレート１３は、取付リング１３ａと上シェル６の内面
略中央部とで挟み込むようにし、取付リング１３ａを上シェル６の内面略中央部に溶着等
により固定することによって取り付けられる。光ディスク３は、センタ孔３ａにディスク
テーブルが係合し、更にディスクテーブルとクランピングプレート１３で挟持されること
により、ディスク収納部内で回転可能な状態となる。
【００２４】
　なお、上シェル６の内面には、更に、後述する下シェル７のロケーションホール２６ａ
を構成する立ち上がり壁１６ａやアライメントホール２６ｂを構成する立ち上がり壁１６
ｂが形成されている。
【００２５】
　以上のように構成される上シェル６に結合される下シェル７は、図２、図３及び図６に
示すように、上述した上シェル６と同様に、樹脂材料を射出成形することにより形成され
ている。この下シェル７は、全体略矩形状の主面のうち、記録及び／又は再生装置に挿入
される前面側が略円弧形状とされている。この下シェル７には、カートリッジ本体２の側
面をなす外周壁２１が主面の外周縁に沿って立設され、更に、外周壁２１に内接するよう
に、内周壁２８が形成されている。
【００２６】
　この下シェル７には、外周壁２１の前面側の中央部が光ピックアップやディスクテーブ
ルが進入できるように開放された第１の開口部２４が形成されている。この第１の開口部
２４は、前面側の開放端から光ディスク３の信号記録面の一部を内外周に亘って外方へ臨
ませる略矩形状の光ピックアップ用開口部２４ａと、光ピックアップ用開口部２４ａと連
続した光ディスク３のセンタ孔３ａを外部に臨ませる回転駆動用開口部２４ｂとから構成
されている。すなわち、記録再生用開口部２４ａは、記録及び／又は再生装置の光ピック
アップをカートリッジ本体２の内部に進入させるのに足る大きさに形成されており、回転
駆動用開口部２４ｂは、記録及び／又は再生装置のディスク回転駆動機構を構成するディ
スクテーブルをカートリッジ本体２の内部へと進入させるのに足る大きさに形成されてい
る。更に、光ピックアップ用開口部２４ｂの一方の開口端側は、開口端が拡幅する方向に
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傾斜するテーパ部２４ｃが形成されている。このテーパ部２４ｃは、後述するローテーシ
ョンホイール４の被操作部４５がシャッタ板５ａ，５ｂが第１の開口部２４を開放した状
態に位置したとき、被操作部４５が収容される部分となる。
【００２７】
　第１の開口部２４を構成する記録再生用開口部２４ａの一方の側縁部及び駆動用開口部
２４ｂの一方の側縁には、一対のシャッタ板５ａ，５ｂが第１の開口部２４を閉塞してい
るとき、カートリッジ本体２内に塵埃等が侵入することを防止する凸部２７が複数形成さ
れている。
【００２８】
　また、外周壁２１の背面側には、上述した上シェル６側のねじ穴が形成されたボス１０
に付き合わされる貫通孔が形成されたボス２２が形成されている。図２に示すように、上
シェル６と下シェル７とは、下シェル７のボス２２の貫通孔よりねじ２３を挿通し、上シ
ェル６のボス１０のねじ穴に螺合することによって結合される。
【００２９】
　更に、下シェル７の前面には、両脇に、ディスクカートリッジ１を記録及び／又は再生
装置に挿入される際に記録及び／又は再生装置側の挿入ガイド部材となる挿入ガイドピン
１００が係合する挿入ガイド溝２５ａ，２５ｂが形成されている。具体的に、挿入ガイド
溝２５ａ，２５ｂは、図７に示すように、記録及び／又は再生装置への挿入端となる前面
と下シェル７で構成されたカートリッジ本体２の底面を開口し、カートリッジ本体２の前
面から背面側に向かってカートリッジ本体２の底面に形成された溝部である。また、挿入
ガイド溝２５ａ，２５ｂは、前面開口端側が最も幅広に形成され、挿入ガイドピン１００
が進入しやすく形成されている。
【００３０】
　更に、少なくとも挿入ガイド溝２５ａは、最奥部が挿入ガイドピン１００の太さと略同
じになるように形成し、装着面内の互いに直交するＸ方向及びＹ方向の移動を規制する。
また、他方の挿入ガイド溝２５ｂは、挿入ガイドピン１００よりやや幅広に形成される。
挿入ガイドピン１００よりやや幅広の挿入ガイド溝２５ｂは、最奥部に挿入ガイドピン１
００が突き当たると、挿入ガイド溝２５ａと共同して装着面内における回転方向の規制を
する。なお、挿入ガイド溝２５ｂも少なくとも最奥部が挿入ガイドピン１００太さと略同
じになるように形成し、より確実に記録及び／又は再生装置の装着部において確実な位置
決めを行うことができるようにしても良い。このような挿入ガイド溝２５ａ，２５ｂは、
後述のロケーションホール２６ａやアライメントホール２６ｂを用いた位置決めを行わな
くても、記録及び／又は再生装置の装着部に精度良く装着できるようにしている。
【００３１】
　なお、一方の挿入ガイド溝２５ｂには、後述するが、ロック機構７１が設けられ、ロッ
ク機構７１を構成するロック部材７２のロック解除片７７が臨まされ、挿入ガイド溝２５
ｂに係合する挿入ガイドピン１００は、ロック解除片７７を押圧するロック解除ピンとし
て機能する。
【００３２】
　挿入ガイド溝２５ａは、記録フォーマット等を異にする略同形状のディスクカートリッ
ジとの識別部としても機能する。例えば、ディスクカートリッジ１を放送局等で使用する
業務用とし、このディスクカートリッジ１と記録フォーマット等を異にするが外形係形状
を略同じにするディスクカートリッジを民生用としたとき、業務用のディスクカートリッ
ジ１にのみ挿入ガイド溝２５ａを設けるようにし、民生用のディスクカートリッジには設
けないようにする。これにより、業務用のディスクカートリッジ１の記録及び／又は再生
装置では、挿入ガイド溝２５ａの有無によってディスクカートリッジの種類を識別するこ
とができると共に、誤って民生用のディスクカートリッジが挿入されたときには、挿入ガ
イド溝２５ａ用の挿入ガイドピン１００によって誤挿入を防止することができる。
【００３３】
　すなわち、以上のような挿入ガイド溝２５ａ，２５ｂは、記録及び／又は再生装置への
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挿入時における挿入ガイド機能、外形形状を同じくしながら記録フォーマットを同じにす
るディスクカートリッジとの識別機能、更には、記録及び／又は再生装置の装着部での位
置決め機能等を有した多機能の溝部となっている。
【００３４】
　更に、下シェル７の背面側の一方のコーナ部近傍には、図２及び図６に示すように、デ
ィスクカートリッジ１を記録及び／又は再生装置に位置決めして装着するための基準穴と
なるロケーションホール２６ａが形成されている。また、他方のコーナ部近傍には、調整
用のアライメントホール２６ｂが形成されている。
【００３５】
　なお、上シェル６と下シェル７とが付き合わされて構成されたカートリッジ本体２の記
録及び／又は再生装置への挿入方向と平行な両側面部には、図１及び図２に示すように、
前面側から背面側に亘って、記録及び／又は再生装置へ挿入する際のガイド溝１５が形成
されている。
【００３６】
　上シェル６と下シェル７とが付き合わされると、内周壁１１の内側にローテーションホ
イール４を収納する収納部が構成される。この収納部に収納されるローテーションホイー
ル４は、図８及び図９に示すように、樹脂材料を射出成形することにより形成されている
。このローテーションホイール４の主面部は、略皿状をなし、凹部側がカートリッジ本体
２内に配設されたとき、上シェル６とシャッタ板５ａ，５ｂの一方の主面とでディスク収
納部を構成する。このローテーションホイール４は、略円形に形成されており、その外周
縁部には、リング部４３が立設されている。ローテーションホイール４の主面部には、下
シェル７に設けられた第１の開口部２４と略同じ大きさの第２の開口部４４が形成されて
いる。
【００３７】
　この第２の開口部４４は、下シェル７の第１の開口部２４と一致したとき、収納した光
ディスク３を外部に臨ませる。すなわち、この第２の開口部４４は、第１の開口部２４の
光ピックアップ用開口部２４ａに対応した開口部と回転駆動用開口部２４ｂに対応した開
口部で構成されている。また、この第２の開口部４４は、第１の開口部２４との誤差を吸
収するため、中心側から外周側に向かって徐々に拡幅するように形成され、ローテーショ
ンホイール４の製造誤差や取付誤差によって、第１の開口部２４が小さくならないように
している。例えば、第２の開口部４４は、径方向の両側縁が１°程度外側に傾斜するよう
に形成されている。
【００３８】
　なお、第２の開口部４４は、何れか一方の側縁を外側に傾斜するように形成しても良い
。何れか一方の側縁を外側に傾斜させるときは、被操作部４５とは反対側の側縁が好まし
い。これは、ローテーションホイール４が回動しシャッタ５ａ，５ｂを回動させ第１及び
第２の開口部２４，４４が開いたとき、ローテーションホイール４が誤差等で所定位置よ
り僅かに回転し過ぎたときにも、下シェル７の第１の開口部２４の径方向の一方の側縁の
内側にローテーションホイール４の第２の開口部４４の一方の側縁が位置してしまい、第
１の開口部２４を狭めてしまうことを防止するためである。
【００３９】
　また、リング部４３の基端部は、図８に示すように、主面部側へ傾斜するテーパ部４２
が形成されている。テーパ部４２は、光ディスク３の外周縁を線接触で支持し、光ディス
ク３の信号記録面がローテーションホイール４の主面部と面接触し、傷が付かないように
している。
【００４０】
　また、第２の開口部４４の外側の面には、図２に示すように、一対のシャッタ板５ａ，
５ｂが位置する。そこで、図９に示すように、第２の開口部４４の相対向する側縁部には
、一対のシャッタ板５ａ，５ｂが第２の開口部４４内に入り込まないようにするためのテ
ーパ部４４ａ，４４ｂが形成されている。更に、ローテーションホイール４には、シャッ
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タ板５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を閉塞しているとき、シャッタ板５ａ
に係合し、シャッタ板５ａの浮き上がりを防止する係合溝５０が形成されている。この係
合溝５０は、第１の開口部２４の側縁部側を開口端として断面略Ｌ字状に形成された片に
より形成されている。
【００４１】
　ローテーションホイール４の第２の開口部４４近傍には、図１０に示すように、外側に
突出して、記録及び／又は再生装置側のシャッタ開放機構のシャッタ開放部材を構成する
シャッタ開放ピン４１が係合する被操作部４５が形成されている。被操作部４５は、第１
の被操作片４５ａと第２の被操作片４５ｂとにより記録及び／又は再生装置側を開放した
凹部を構成しており、ここに、記録及び／又は再生装置側のシャッタ開放ピン４１が係合
される。第１の被操作片４５ａは、ローテーションホイール４を、シャッタ板５ａ，５ｂ
が第１及び第２の開口部２４，４４を開放する方向に回動するときに、シャッタ開放ピン
４１が突き当たる片であり、第２の被操作片４５ｂは、ローテーションホイール４を、シ
ャッタ板５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を閉塞する方向に回動するときに
、シャッタ開放ピン４１が突き当たる片となる。後述するが、ローテーションホイール４
は、付勢部材４８によって、シャッタ板５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を
閉塞する図１０中矢印Ａ方向に付勢されており、従って、第１の被操作片４５ａには、第
２の被操作片４５ｂより大きな力が加わる。そこで、第１の被操作片４５ａは、機械的強
度が増すように第２の被操作片４５ｂより大きく形成され、ここでは、第１の被操作片４
５ａの高さｈ１が、第２の被操作片４５ｂの高さｈ２より大きくなるように形成されてい
る。そして、第１の被操作片４５ａは、第２の被操作片４５ｂより高く形成し、機械的強
度を高め、更に、シャッタ開放ピン４１がより確実に係合するようにしている。
【００４２】
　また、第１の被操作片４５ａは、先端部に、内側に折曲した係合片４５ｄが形成されて
いる。係合片４５ｄは、ローテーションホイール４がシャッタ板５ａ，５ｂが第１及び第
２の開口部２４，４４を閉塞する方向に回動される際に、記録及び／又は再生装置側のシ
ャッタ開放ピン４１が第１の被操作片４５ａと第２の被操作片４５ｂとにより構成された
凹部より外れないようにしている。係合片４５ｄは、第１の被操作片４５ａと第２の被操
作片４５ｂの何れの先端部に設けても良いが、第１の被操作片４５ａの先端部に設けるこ
とが好ましい。これは、第１の被操作片４５ａがローテーションホイール４を図１０中反
矢印Ａ方向に回動する際に、記録及び／又は再生装置側のシャッタ開放ピン４１が突き当
たる片となるためである。
【００４３】
　なお、記録及び／又は再生装置側のシャッタ開放ピン４１は、係合片４５ｄの先端部と
第２の被操作片４５ｂとの間の間隙より進入することにになる。また、この被操作部４５
は、ローテーションホイール４が回転されるとき、円弧の軌跡を描き、これに伴い、被操
作部４５の開口部分の向きも被操作部４５の軌跡に合わせて変化する。上述のように係合
片４５ｄは、第１の被操作片４５ａを第２の被操作片４５ｂ側に折曲するものであるが、
係合片４５ｄの大きさ、すなわち凹部の内側への突出量や傾きは、ローテーションホイー
ル４が回転する間、常にシャッタ開放ピン４１が係合し続ける大きさと傾きにされる。
【００４４】
　以上のように構成された被操作部４５は、ローテーションホイール４の回転に伴って、
第１の開口部２４が形成された下シェル７の前面より外部に露出し、第１の開口部２４の
幅方向に移動する。被操作部３４は、シャッタ板５ａ，５ｂが第１の開口部２４を開放し
ているとき、テーパ部２４ｃにより拡幅された部分に位置する。
【００４５】
　この被操作部４５には、第１の被操作片４５ａと第２の操作片４５ｂの基端部に、図１
１に示すように、第１のシャッタ板５ａに係合する係合溝４５ｃが形成されている。係合
溝４５ｃは、シャッタ板５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を閉塞していると
き、第１のシャッタ板５ａに係合することで、第１のシャッタ板５ａの浮き上がりや浮き
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沈みを防止する。したがって、第１の開口部２４の周縁部と第１のシャッタ板５ａとの隙
間が無くなり、カートリッジ本体２内に塵埃等が侵入することを防止することができる。
すなわち、被操作部４５の係合溝４５ｃは、ローテーションホイール４の第２の開口部４
４近傍に形成された係合溝５０と相俟って、第１のシャッタ板５ａの浮き上がりや浮き沈
みを防止する。したがって、第２の開口部４４とシャッタ板５ａとの隙間が無くなり、カ
ートリッジ本体２内に塵埃等が侵入することを防止することができる。
【００４６】
　なお、第２の被操作片４５ｂは、下シェル７の第１の開口部２４の周縁部の一部と対向
する上シェル６の外周壁８と内周壁１１とを連結する規制部２９に突き当たることで、ロ
ーテーションホイール４の回動領域が規制される。
【００４７】
　また、ローテーションホイール４と下シェル７との間には、一対のシャッタ板５ａ，５
ｂが配設される。そこで、ローテーションホイール４のシャッタ板５ａ，５ｂが配設され
る面には、図９に示すように、シャッタ板５ａ，５ｂとの接触面積を減らし、摺動抵抗を
減らすための突部４６が複数形成されている。突部４６は、例えば２０μｍ程度突出して
形成されている。
【００４８】
　以上のようなローテーションホイール４は、コイルバネ等で構成された付勢部材４８に
よって、シャッタ板５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を閉塞する方向に回動
付勢されている。この付勢部材４８は、一端がローテーションホイール４のリング部４３
に形成された係止片４８ａに係止され、他端が図４に示す上シェル６の内面に形成された
係止突起４８ｂに係止されている。そして、付勢部材４８は、ローテーションホイール４
の回転に伴って伸縮するが、上シェル６の内面であって内周壁１１の外側に形成された立
ち上がり壁と外周壁８とで形成されたガイド溝４９でガイドされ、伸縮時にカートリッジ
本体２内で暴れないようにしている。また、ローテーションホイール４の外周縁にも、図
８及び図９に示すように、このガイド溝４９をほぼ閉塞するフランジ部４７が形成されて
いる。
【００４９】
　なお、上シェル６の内面に形成されている係止突起４８ｂは、図１２に示すように、上
シェル６と下シェル７とが結合されたとき、先端部が下シェル７の内面に形成された略筒
状の補強リブ４８ｃに係合され、付勢部材４８の付勢力が加わる係止突起４８ｂを補強し
ている。
【００５０】
　以上のように構成されたローテーションホイール４は、付勢部材４８によりシャッタ板
５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を閉塞する方向に付勢されており、被操作
部４５が記録及び／又は再生装置側のシャッタ開放ピン４１によって、シャッタ板５ａ，
５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を開放する方向に回転される。このとき、内周壁
１１は、ローテーションホイール４が回転するときのガイド壁として機能する。
【００５１】
　下シェル７に形成された第１の開口部２４やローテーションホイール４に形成された第
２の開口部４４を開閉するシャッタ機構を構成する一対のシャッタ板５ａ，５ｂは、図１
３に示すように、５ａが大きく、５ｂが５ａに対して小さく形成されている。
【００５２】
　図１３に示すように、大きい方の第１のシャッタ板５ａは、第１及び第２の開口部２４
，４４を閉塞する第１のシャッタ部５１と、上シェル６の内面であって外周壁８と内周壁
１１との間に形成された第１の支軸５２に回動支持される第１の回動支持部５３と、小さ
い方の第２のシャッタ板５ｂが取り付けられる第２の軸孔５４とを備える。
【００５３】
　第１のシャッタ部５１は、第２の開口部４４の閉塞時にローテーションホイール４の第
２の開口部４４の一側縁に位置する第１の側縁部５１ａと、第１の側縁部５１ａに連続し



(10) JP 4631469 B2 2011.2.16

10

20

30

40

50

た第２の側縁部５１ｂと、第２の側縁部５１ｂに連続した第３の側縁部５１ｃとを有する
。第２の側縁部５１ｂは、第１の側縁部５１ａより内方に折曲し、第３の側縁部５１ｃは
、第２の側縁部５１ｂに対して外側に折曲するように形成されている。更に、第１乃至第
３の側縁部５１ａ～５１ｃと対向する第４の側縁部５１ｄには、上シェル６や下シェル７
の一方のコーナ部に形成されたボス１０，２２、ローテーションホール２６ａ、誤記録防
止部材等を逃げるための波線状の逃げ部５１ｅが形成されている。第２の側縁部５１ｂと
第３の側縁部５１ｃとは、互いに逆向きにテーパ部で構成されている。また、第１の側縁
部５１ａは、ローテーションホイール４に形成された係合溝５０に係合し、浮き上がりが
防止される。
【００５４】
　更に、第１のシャッタ部５１には、下シェル７側の面に、下シェル７の第１の開口部２
４の周縁部に形成された凸部２７と係合する溝部５１ｆが形成されている。溝部５１ｆは
、シャッタ板５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を閉塞しているとき、ローテ
ーションホイール４が上シェル６のリフタ１４により下シェル７側に持ち上がり、第１の
開口部２４の周縁部に形成された凸部２７と係合することで、カートリッジ本体２内に塵
埃等が侵入することを防止する。
【００５５】
　更に、第１のシャッタ部５１の光ディスク３側の面には、ローテーションホイール４の
主面部に形成されたガイド溝５５に係合するガイド突起５１ｇが形成されている。ガイド
突起５１ｇは、ローテーションホイール４のガイド溝５５に係合することで、第１のシャ
ッタ板５ａの回動を規制する。更に、第１のシャッタ部５１には、光ディスク３側の面に
、シャッタ板５ａの変位を規制する規制突起５１ｈが形成されている。規制突起５１ｈは
、シャッタ板５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を閉塞しているとき、光ディ
スク３のセンタ孔３ａの周囲の内周側非信号記録領域に対応する位置に設けられ、仮に第
１のシャッタ板５ａが押されて内側に変位したときであっても、光ディスク３の信号記録
領域を傷つけないようにしている。この規制突起５１ｈは、シャッタ板５ａ，５ｂが第１
及び第２の開口部２４，４４を開放しているとき、ローテーションホイール４の中央より
に形成された逃げ溝５６に進入し、シャッタ板５ａの回動を阻害しないようにする。
【００５６】
　シャッタ板５ａの第１の回動支持部５３には、シャッタ部５１より厚く形成され、強度
が高くなるように形成され、ここに、上シェル６に形成された第１の支軸５２が挿通され
る第１の軸孔５３ａが形成されている。第１の支軸５２は、図１４に示すように、第１の
軸孔５３ａに挿通されたとき、第１の回動支持部５３より突出する高さに形成されている
。この第１の支軸５２の先端部は、下シェル７に形成された軸受部５７に係合し、落下等
の衝撃が加わっても第１の回動支持部５３が第１の支軸５２から外れないようにすると共
に、第１の支軸５２の強度補強をしている。
【００５７】
　以上のような第１のシャッタ板５ａに係合する第２のシャッタ板５ｂは、図１３に示す
ように、第１のシャッタ部５１と共に、第１及び第２の開口部２４，４４を閉塞する第２
のシャッタ部６１と、第１のシャッタ板５ａに形成された第２の軸孔５４に取り付けられ
る第２の回動支持部６２とを有する。
【００５８】
　第２のシャッタ部６１は、第１のシャッタ部５１の第２の側縁部５１ｂと係合する第１
の側縁部６１ａと、第１の側縁部６１ａと連続し第１のシャッタ部５１の第３の側縁部５
１ｃと係合する第２の側縁部６１ｂと、第２の側縁部６１ｂの反対側に第１の側縁部６１
ａと連続した第３の側縁部６１ｃとを有する。第１の側縁部６１ａは、第１のシャッタ部
５１の第２の側縁部５１ｂのテーパ部とは逆向きのテーパ部で構成され、第２の側縁部６
１ｂは、第１のシャッタ部５１の第３の側縁部５１ｃのテーパ部と逆向きのテーパ部で構
成されている。更に、第１の側縁部６１ａのテーパ部と第２の側縁部６１ｂのテーパ部も
逆向きに形成されている。シャッタ板５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を閉
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塞したとき、第１のシャッタ部５１の第２の側縁部５１ｂと第２のシャッタ部６１の第１
の側縁部６１ａのテーパ部とが噛み合い、更に、第１のシャッタ部５１の第３の側縁部５
１ｃのテーパ部と第２のシャッタ部６１の第２の側縁部６１ｂのテーパ部とが噛み合い、
それぞれは、逆向きに噛み合う。したがって、一対のシャッタ板５ａ，５ｂが第１及び第
２の開口部２４，４４を閉塞しているとき、シャッタ板５ａ，５ｂは、互いに噛み合うこ
とで、結合部より内部に塵埃等が侵入することを防止すると共に、シャッタ板５ａ，５ｂ
が押されたとき、撓みにくくしている。
【００５９】
　また、シャッタ板５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を閉塞しているとき、
ローテーションホイール４に形成された被操作部４５の係合溝４５ｃには、第１のシャッ
タ板５ａが係合し、更に、係合溝５０には、第１のシャッタ部５１の第１の側縁部５１ａ
が係合することによって、第１のシャッタ板５ａの浮き上がりや浮き沈みを防止する。し
たがって、第１の開口部２４の周縁部と第１のシャッタ板５ａとの隙間が無くなり、カー
トリッジ本体２内に塵埃等が侵入することを防止している。
【００６０】
　また、第３の側縁部６１ｃの第１の側縁部６１ａと反対側の端部には、突起部６１ｄが
形成されている。この突起部６１ｄは、第２のシャッタ板５ｂが第１及び第２の開口部２
４，４４を閉塞しているとき、下シェル７の前面側の第１の開口部２４近傍に形成された
係合部６１ｅに係合され、第１の開口２４と第２のシャッタ板５ｂとの隙間から塵埃等が
侵入しないようにしている。
【００６１】
　また、第２のシャッタ部６１には、ローテーションホイール４に形成された第１の制御
突起６３が係合される溝で構成された第１のカム部６４が形成されている。この第１のカ
ム部６４は、第１の制御突起６３が係合することで、第２のシャッタ板５ｂの回動を制御
する。第１のカム部６４は、ローテーションホイール４の外周側の幅狭な幅狭部６４ａと
、ローテーションホイール４の中央よりの幅狭部６４ａより拡幅した拡幅部６４ｂとから
なる。幅狭部６４ａは、第２のシャッタ板５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を開放
する際の前半部分で第２のシャッタ板５ｂを回動させる第１の作用部であり、拡幅部６４
ｂは、第１の制御突起６３が移動したとき、すななち第２のシャッタ板５ｂが第１及び第
２の開口部２４，４４を開放する際の後半部分で何も作用しない第１の非作用部となる。
したがって、幅狭部６４ａは、第２のシャッタ板５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４
を開放する際の前半部分で第２のシャッタ板５ｂを回動し、第１の制御突起６３が拡幅部
６４ｂに移動すると、第２のシャッタ板５ｂに対しては何も作用しない。
【００６２】
　なお、ローテーションホイール４に形成された第１の制御突起６３の先端部は、図１５
に示すように、下シェル７の内面に形成された逃げ溝６３ａに係合し、第１のカム部６４
から衝撃等によって脱落することを防止する。
【００６３】
　また、第２のシャッタ部６１には、ローテーションホイール４の主面部に形成された溝
で構成された第２のカム部６５に係合する第２の制御突起６６が形成されている。第２の
カム部６５は、ローテーションホイール４の中央側で第１の方向に湾曲した第１の湾曲部
６５ａと、ローテーションホイール４の外周側で第１の湾曲部６５ａとは反対側の第２の
方向に湾曲した第２の湾曲部６５ｂとからなる。第１の湾曲部６５ａは、第２のシャッタ
板５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を開放する際の前半部分で何も作用しない第２
の非作用部であり、第２の湾曲部６５ｂは、第２のシャッタ板５ｂが第１及び第２の開口
部２４，４４を開放する際の後半部分で作用する第２の作用部となる。したがって、第１
の湾曲部６５ａは、第２のシャッタ板５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を開放する
際の前半部分で何も作用せず、第２の制御突起６６が第２の湾曲部６５ｂに移動すると、
すなわち第２のシャッタ板５ｂの回動の後半部分で、第２の湾曲部６５ｂは、上述の第１
のカム部６４の幅狭部６４ａに代わって、第２のシャッタ板５ｂを回動する。このように
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、ディスクカートリッジ１は、第２のシャッタ板５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４
を開放時において、前半部分と後半部分とで作用部を分けることによって、摩耗によって
塵埃等が発生することを防止するようにしている。
【００６４】
　なお、上述した第１及び第２の作用部や第１及び第２の非作用部は、拡幅部や幅狭部、
更に湾曲部の如何なる組み合わせで構成しても良い。
【００６５】
　第２の回動支持部６２には、第２の支軸６２ａが形成され、この第２の支軸６２ａは、
第１のシャッタ板５ａの第１の回動支持部５３に形成された第２の軸孔５４に挿通される
。したがって、第２のシャッタ板５ｂは、ローテーションホイール４に対して回動するの
ではなく、第１のシャッタ板５に対して回動する。なお、第２の支軸６２ａの先端部は、
図１６に示すように、第２の回動支持部６２より突出し、先端部が下シェル７の内面に形
成された逃げ溝６２ｂに係合し、第２の軸孔５４から衝撃等によって脱落することを防止
する。
【００６６】
　次に、ローテーションホイール４の回転と一対のシャッタ板５ａ，５ｂの動作について
図１７及び図１８を参照して説明する。図１７は、一対のシャッタ板５ａ，５ｂが第１及
び第２の開口部２４，４４を閉塞した状態を示している。一対のシャッタ板５ａ，５ｂが
第１及び第２の開口部２４，４４を閉塞しているとき、ローテーションホイール４は、付
勢部材４８の付勢力により図１７中矢印Ａ方向に回動付勢された状態にあり、被操作部４
５は、第１の開口部２４の一側縁に位置している。そして、第１のシャッタ部５１の第２
の側縁部５１ｂと第２のシャッタ部６１の第１の側縁部６１ａのテーパ部とが噛み合い、
更に、第１のシャッタ部５１の第３の側縁部５１ｃのテーパ部と第２のシャッタ部６１の
第２の側縁部６１ｂのテーパ部とが噛み合い、それぞれは、逆向きに噛み合って、結合部
より内部に塵埃等が侵入することを防止すると共に、シャッタ板５ａ，５ｂが押されたと
き、撓みにくくしている。
【００６７】
　このとき、第１のシャッタ板５ａのガイド突起５１ｇは、ローテーションホイール４の
ガイド溝５５のローテーションホイール４の中央よりの一端に位置している。また、第２
のシャッタ板５ｂの第１のカム部６４には、第１の制御突起６３が第１の作用部となる幅
狭部６４ａに係合している。更に、第２のシャッタ板５ｂの第２の制御突起６６は、第２
の非作用部となるローテーションホイール４の第２のカム部６５の第１の湾曲部６５ａに
係合している。
【００６８】
　そして、ローテーションホイール４は、被操作部４５で付勢部材４８の付勢力に抗して
図１７中反矢印Ａ方向に回動されると、ローテーションホイール４のガイド溝５５にガイ
ド突起５１ｇが係合された第１のシャッタ板５ａは、上シェル６の第１の支軸５２を中心
にして、図１７中矢印Ｂ方向に回動する。第１のシャッタ板５ａの回動に伴って、第２の
シャッタ板５ｂは、第１のシャッタ板５ａの第２の支軸６２ａを中心に、第１のシャッタ
板５ａに対して矢印Ｃ方向に回動する。第２のシャッタ板５ｂの回動開始時は、ローテー
ションホイール４の第１の制御突起６３が係合した第１の作用部となっている第１のカム
部６４の幅狭部６４ａによって回動される。なお、第２のシャッタ板５ｂの回動開始時に
おいて、第２のシャッタ板５ｂの第２の制御突起６６が係合したローテーションホイール
４の第２のカム部６５の第１の湾曲部６５ａは、第２の非作用部であり、何も作用しない
。
【００６９】
　更に、ローテーションホイール４が反矢印Ａ方向に回動すると、図１８に示すように、
ローテーションホイール４のガイド溝５５に係合したガイド突起５１ｇは、ガイド溝５５
のローテーションホイール４の外周側の他端に移動する。第１のシャッタ板５ａの回動に
伴って、第２のシャッタ板５ｂは、第１のシャッタ板５ａの第２の支軸６２ａを中心に、
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第１のシャッタ板５ａに対して図１７中矢印Ｃ方向に回動する。すると、ローテーション
ホイール４の第１の制御突起６３は、第１の非作用部となっている第１のカム部６４の拡
幅部６４ｂに移動し、第２のシャッタ板５ｂに対して何も作用しなくなる。これに代わっ
て、第２のシャッタ板５ｂの第２の制御突起６６は、第２の非作用部である第１の湾曲部
６５ａから第２の作用部である第２の湾曲部６５ｂに移動し、第２のシャッタ板５ｂを矢
印Ｃ方向に回動する。これにより、図１８に示すように、第１及び第２の開口部２４，４
４は、開放され、ローテーションホイール４内に収納されている光ディスク３を内外周に
亘って外部に臨ませることができる。
【００７０】
　ところで、カートリッジ本体２内には、図１７及び図１８に示すように、ローテーショ
ンホイール４の回転を規制することで、シャッタ板５ａ，５ｂが第２の開口部２４，４４
を閉塞した状態に保持するロック機構７１が設けられている。具体的に、図１７、図１８
及び図１９に示すように、このロック機構７１は、ローテーションホイール４をロックす
るロック部材７２を有する。ロック部材７２は、基体部７３を有し、この基体部７３には
、下シェル７の内面に形成された支軸７４が挿通される軸孔７５が形成されている。また
、基体部７３は、ローテーションホイール４の回動をロックするロック部７６と、記録及
び／又は再生装置側のロック解除ピンとしても機能する挿入ガイドピン１００により押圧
されるロック解除片７７と、基体部７３の回動を規制する回動規制片７８と、付勢部材の
一端が係止される係止片７９とが形成されている。このロック部材７２は、下シェル７の
背面側に形成されたアライメントホール２６ｂ側の挿入ガイド溝２５ｂ近傍に配設される
。ロック部材７２は、下シェル７の支軸７４に軸孔７５が挿通されることにより下シェル
７に取り付けられる。
【００７２】
　図１９に示すように、ロック部材７２は、ロック部７６が内方を向き、ロック解除片７
７が挿入ガイド溝２５ｂ内に、挿入ガイド溝２５ｂを構成する立ち上がり壁に下シェル７
の主面と平行に形成された逃げ孔８０より臨まされる。また、回動規制片７８は、この立
ち上がり壁に連続したボス２２に突き当たることで、ロック部材７２の回動を規制する。
【００７３】
　ロック部材７２が取り付けられる支軸７４の近傍には、更に、ロック部材７２を一方向
に付勢する捻りコイルバネ等の付勢部材８２が取り付けられる取付ピン８３が形成されて
いる。この取付ピン８３には、付勢部材８２のコイル部が巻挿される。取付ピン８３に取
り付けられた付勢部材８２は、一方のアーム部がボス２２に係止され、他端がロック部材
の係止片７９に係止され、ロック部材７２を、ロック解除片７７が挿入ガイド溝２５ｂの
開口端側に位置するように、ロック状態となる図１７中矢印Ｄ方向に付勢する。
【００７４】
　基体部７３のロック部７６は、ローテーションホイール４の外周部より僅かに内方に位
置する。ローテーションホイール４には、外周部よりやや内側に、基体部７３より突出し
たロック部７６が係合するロック溝８４が形成されている。このロック溝８４には、内側
に、係合凹部８５が形成されている。係合凹部８５は、図１７中反矢印Ａ方向にローテー
ションホイール４が回動されようとしたとき、上手側が略垂直壁で形成され、ロック部７
６の垂直壁と対向し確実に係合するようになっている。ロック部７６は、この係合凹部８
５に係合することによって、ローテーションホイール４の回転をロックする。このロック
溝８４は、図２０に示すように、ローテーションホイール４の光ディスク３が収納される
側の面であって、リング部４３の基端部に形成された光ディスク３の外周縁を支持するテ
ーパ部４２の下側に形成され、不必要に肉厚部を設けないようにしている。なお、ロック
溝８４は、図９及び図２０に示すように、断面略凹字状であっても良いが、この他に、ロ
ーテーションホイール４の外周側に側壁の無い断面略Ｌ字状のガイド部であっても良い。
【００７５】
　なお、ロック部材７２は、摺動性に優れた弾性材料、例えばポリアセタール樹脂で形成
され、下シェル７や支軸７４に対して摩擦抵抗が小さくなるように形成されている。
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【００７６】
　図１７を用いて、シャッタ板５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を閉塞して
いる状態を説明すると、ロック部材７２は、支軸７４を中心にして、付勢部材８２の付勢
力により図１７中矢印Ｄ方向に付勢されている。このとき、ロック部７６は、内側に形成
されたロック溝８４の係合凹部８５に係合している。したがって、ローテーションホイー
ル４は、係合凹部８５にロック部７６が係合することで回動が禁止される。ここで、例え
ば無理に反矢印Ｄ方向にローテーションホイール４を回動する力が加わったとしても、こ
のとき、ロック部７６は、係合凹部８５に食い込む図１７中矢印Ｄ方向の力が働く。した
がって、このロック部材７２は、確実にローテーションホイール４の回転をロックするこ
とができる。
【００７７】
　また、ロック解除片７７は、図２１に示すように、逃げ孔８０より挿入ガイド溝２５ｂ
内の前面開口端側に臨まされ、記録及び／又は再生装置側のロック解除ピンとなる挿入ガ
イドピン１００が押圧可能な状態になっている。具体的に、挿入ガイド溝２５ｂは、前面
側が開口されている。ロック解除片７７は、挿入ガイド溝２５ｂの最奥部にある下シェル
７の端面８７より更に前面開口端側に臨まされ、記録及び／又は再生装置側のロック解除
ピンとなる挿入ガイドピン１００が押圧可能な状態になっている。ロック解除片７７は、
挿入ガイド溝２５ｂ内に臨まされることで、誤操作が防止されている。
【００７８】
　ディスクカートリッジ１が記録及び／又は再生装置に挿入されると、図２２に示すよう
に、ロック解除ピンが挿入ガイド溝２５ｂに進入する。記録及び／又は再生装置のロック
解除ピンとなる挿入ガイドピン１００は、挿入ガイド溝２５ｂに前面側開口端から進入す
ると、先ず、ロック解除片７７を押圧し、次いで、挿入ガイドピン１００の挿入位置を規
制する規制部となる端面８７に突き当たる。これと共に、挿入ガイド溝２５ａ側にも、挿
入ガイドピン１００が進入する。ロック解除片７７は、挿入ガイドピン１００によって、
挿入ガイドピン１００が規制部となる端面８７に突き当たるまで押圧される。すると、ロ
ック部材７２は、図１７に示すように、支軸７４を中心に、付勢部材８２の付勢力に抗し
て、図１７中反矢印Ｄ方向に回動する。したがって、ロック部７６は、ロック溝８４内の
係合凹部８５内の係合状態が解除され、ロック部７６は、ロック溝８４内をローテーショ
ンホイール４の回転に従って移動する。
【００７９】
　なお、図２３に示すように、ロック解除片７７の挿入ガイド溝２５ｂへの延出量Ｗ１は
、挿入ガイド溝２５ｂの幅Ｗ２の半分以上、すなわちＷ１≧Ｗ２／２となっている。これ
により、ロック解除片７７は、確実に挿入ガイド溝２５ｂに進入した挿入ガイドピン１０
０によって押圧されることになる。
【００８０】
　上述したような構成を有するディスクカートリッジ１が記録及び／又は再生装置に装着
される前には、図１、図２及び図１７に示すような状態にある。すなわち、一対のシャッ
タ板５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を閉塞しているとき、ローテーション
ホイール４は、付勢部材４８の付勢力により図１７中矢印Ｄ方向に回動付勢された状態に
あり、被操作部４５は、第１の開口部２４の一側縁に位置している。そして、被操作部４
５の係合溝４５ｃは、図１１に示すように、ローテーションホイール４の第２の開口部４
４近傍に形成された係合溝５０と相俟って、第１のシャッタ板５ａの浮き上がりや浮き沈
みを防止している。更に、第１のシャッタ部５１の第２の側縁部５１ｂと第２のシャッタ
部６１の第１の側縁部６１ａのテーパ部とが噛み合い、更に、第１のシャッタ部５１の第
３の側縁部５１ｃのテーパ部と第２のシャッタ部６１の第２の側縁部６１ｂのテーパ部と
が噛み合い、それぞれは、逆向きに噛み合っている。すなわち、ディスクカートリッジ１
は、シャッタ板５ａ，５ｂが噛み合い、撓み変形しにくくされていると共に、シャッタ板
５ａの浮き上がりが防止されていることで、カートリッジ本体２内に塵埃等の異物が侵入
しないようにしている。
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【００８１】
　このとき、第１のシャッタ板５ａのガイド突起５１ｇは、ローテーションホイール４の
ガイド溝５５のローテーションホイール４の中央よりの一端に位置している。また、第２
のシャッタ板５ｂの第１のカム部６４には、第１の制御突起６３が第１の作用部である幅
狭部６４ａに係合している。更に、第２のシャッタ板５ｂの第２の制御突起６６は、第２
の非作用部であるローテーションホイール４の第２のカム部６５の第１の湾曲部６５ａに
係合している。かくして、ディスクカートリッジ１は、図２に示すように、下シェル７の
第１の開口部２４を閉塞した状態となっている。また、仮に、第１のシャッタ板５ａが押
されたときであっても、第１のシャッタ板５ａの規制突起５１ｈは、光ディスク３の内周
側非信号記録領域に突き当たり、第１のシャッタ部５１が光ディスク３の信号記録領域に
接触することもないことから、信号記録領域に傷が付くことを防止することができる。
【００８２】
　また、シャッタ板５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を閉塞しているとき、
ローテーションホイール４が上シェル６のリフタ１４により下シェル７側に持ち上がり、
第１のシャッタ部５１の溝部５１ｆには、第１の開口部２４の周縁部に形成された凸部２
７が係合され、カートリッジ本体２内に塵埃等が侵入することを防止する。
【００８３】
　また、ロック機構７１について説明すると、図１７に示すように、ロック部材７２は、
支軸７４を中心にして、付勢部材８２の付勢力により図１７中矢印Ｄ方向に付勢されてい
る。このとき、ロック部７６は、ロック溝８４の係合凹部８５に係合している。したがっ
て、ローテーションホイール４は、係合凹部８５にロック部７６が係合することで回動が
禁止される。仮に無理に反矢印Ｄ方向にローテーションホイール４を回動する力が加わっ
たとしても、このとき、ロック部７６は、係合凹部８５に食い込む図１７中矢印Ｄ方向の
力が働く。したがって、このロック部材７２は、確実にローテーションホイール４の回転
をロックすることができる。
【００８４】
　また、ロック解除片７７は、図２１に示すように、逃げ孔８０より挿入ガイド溝２５ｂ
内の前面開口端側に臨まされ、記録及び／又は再生装置側のロック解除ピンとなる挿入ガ
イドピン１００が押圧可能な状態になっている。具体的に、挿入ガイド溝２５ｂは、前面
側が開口されている。ロック解除片７７は、挿入ガイド溝２５ｂの端面８７より更に前面
開口端側に臨まされ、記録及び／又は再生装置側のロック解除ピンとなる挿入ガイドピン
１００が押圧可能な状態になっている。
【００８５】
　以上のようなディスクカートリッジ１は、記録及び／又は再生装置に対して略円弧状に
形成された前面を挿入端として挿入される。記録及び／又は再生装置に挿入されると、先
ず、記録及び／又は再生装置の装着部に形成された一対の挿入ガイドピン１００が挿入さ
れる。ここで、図７に示すように、挿入ガイド溝２５ａ，２５ｂは、前面開口端側が最も
幅広に形成されていることから、ディスクカートリッジ１を装着部の所定位置に確実にガ
イドすることができる。そして、装着部に装着される直前で、記録及び／又は再生装置側
の挿入ガイドピン１００，１００が挿入ガイド溝２５ａ，２５ｂに係合することによって
、カートリッジ本体２の底面に設けられたロケーションホール２６ａとアライメントホー
ル２６ｂには、装着部に設けられている位置決めピンが確実に係合することになる。また
、記録及び／又は再生装置では、ディスクカートリッジ１が装着部に装着されると、図示
しない検出スイッチ等の検出部で挿入ガイド溝２５ａを検出することによって、記録フォ
ーマットの合致したディスクカートリッジ１が装着されたと判断することができる。
【００８６】
　なお、外形形状をディスクカートリッジ１と略同じくするが記録フォーマットが異なる
ディスクカートリッジが挿入されたときには、このディスクカートリッジには挿入ガイド
溝２５ａが設けられていないことから、挿入ガイド溝２５ａ用の挿入ガイドピン１００が
装着部への装着を阻止し、誤挿入を防止することができる。また、ディスクカートリッジ
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１が表裏や前後を逆に挿入されたときにも、挿入ガイド溝２５ａ，２５ｂがカートリッジ
本体２の前面及び底面を開口して形成されていることから、挿入ガイドピン１００，１０
０が挿入ガイド溝２５ａ，２５ｂ係合しないことで誤挿入を防止することができる。
【００８７】
　更に、記録及び／又は再生装置の装着部に装着されたとき、挿入ガイド溝２５ａには、
この挿入ガイド溝２５ａの幅と略同じ太さの挿入ガイドピン１００が最奥部に突き当て係
合されることで、装着面内の互いに直交するＸ方向及びＹ方向の位置決めがされる。また
、挿入ガイド溝２５ｂには、仮に挿入ガイド溝２５ｂの幅より細い挿入ガイドピン１００
が最奥部に突き当てられ係合されても、少なくとも挿入ガイド溝２５ａに係合した挿入ガ
イドピン１００と共同して装着面内における回転方向の位置決めがされる。このように、
ディスクカートリッジ１は、記録及び／又は再生装置の装着部に装着されると、挿入ガイ
ド溝２５ａ，２５ｂに挿入ガイドピン１００，１００が係合することによって、装着面に
おけるより確実な位置決めがされることになる。
【００８８】
　また、小型のディスクカートリッジ１と記録フォーマットを同じにしながら大型のディ
スクカートリッジ及びディスクカートリッジ１の記録や再生が可能な２つのディスクカー
トリッジに対応した記録及び／又は再生装置に小型のディスクカートリッジ１が挿入され
たときには、挿入ガイドピン１００，１００が挿入ガイド溝２５ａ，２５ｂに係合するこ
とによって装着部における位置決めを行う。すなわち、カートリッジ本体２の底面に設け
られたロケーションホール２６ａとアライメントホール２６ｂに装着部に設けられている
位置決めピンを係合させることによる装着部での位置決めは行わない。この場合、更に、
ディスクカートリッジ１は、背面側から付勢手段等によって挿入方向に押圧することによ
って、挿入ガイドピン１００，１００が挿入ガイド溝２５ａ，２５ｂの最奥部に突き当て
られ、挿入ガイドピン１００，１００と挿入ガイド溝２５ａ，２５ｂのみで装着部に正確
に位置決めがされる。このディスクカートリッジ１では、ロケーションホール２６ａとア
ライメントホール２６ｂを用いず、挿入ガイド溝２５ａ，２５ｂのみで装着部に位置決め
することができるので、記録及び／又は再生装置側の位置決め機構を簡素化することがで
きる。
【００８９】
　図２４に示すように、記録及び／又は再生装置の装着部に装着されたとき、挿入ガイド
ピン１００が、ロケーションホール２６ａとアライメントホール２６ｂに係合する。ここ
で、ロケーションホール２６ａは、ディスクカートリッジ１を装着する際の基準孔であり
、アライメントホール２６ｂは、調整孔である。このディスクカートリッジ１は、記録及
び／又は再生装置に挿入するとき、ロック部材７２のロック解除片７７を付勢部材８２の
付勢力に抗して押圧する必要がある。そこで、ロック解除片７７は、調整側のアライメン
トホール２６ｂ側の挿入ガイド溝２５ｂに設けるようにして、より正確な装着部での位置
決めを行うことができるようにしている。
【００９０】
　そして、ディスクカートリッジ１が装着部に装着されると、ロック解除ピンである挿入
ガイドピン１００は、挿入ガイド溝２５ｂに前面側開口端から進入すると、先ず、ロック
解除片７７を押圧し、次いで、端面８７に突き当たる。ロック解除片７７は、挿入ガイド
ピン１００によって、挿入ガイドピン１００が端面８７に突き当たるまで押圧される。こ
のとき、図２３に示すように、ロック解除片７７の挿入ガイド溝２５ｂへの延出量Ｗ１は
、挿入ガイド溝２５ｂの幅Ｗ２の半分以上となっていることから、ロック解除片７７は、
確実に挿入ガイド溝２５ｂに進入した挿入ガイドピン１００によって押圧される。すると
、ロック部材７２は、図１７に示すように、支軸７４を中心に、付勢部材８２の付勢力に
抗して、図１７中反矢印Ｄ方向に回動する。したがって、ロック部７６は、ロック溝８４
内の係合凹部８５内の係合状態が解除され、ローテーションホイール４は、回転可能な状
態になる。
【００９１】
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　ディスクカートリッジ１が記録及び／又は再生装置の装着部に装着されると、ローテー
ションホイール４は、被操作部４５の第１の被操作片４５ａと第２の被操作片４５ｂとに
より構成された凹部に記録及び／又は再生装置側のシャッタ開放ピン４１が係合され、こ
のシャッタ開放ピン４１によって、付勢部材４８の付勢力に抗して図１７中反矢印Ａ方向
に回動される。すると、ローテーションホイール４のガイド溝５５にガイド突起５１ｇが
係合された第１のシャッタ板５ａは、上シェル６の第１の支軸５２を中心にして、図１７
中矢印Ｂ方向に回動する。第１のシャッタ板５ａの回動に伴って、第２のシャッタ板５ｂ
は、第１のシャッタ板５ａの第２の支軸６２ａを中心に、第１のシャッタ板５ａに対して
図１７中矢印Ｃ方向に回動する。第２のシャッタ板５ｂの回動開始時は、ローテーション
ホイール４の第１の制御突起６３が係合した第１の作用部となっている第１のカム部６４
の幅狭部６４ａによって回動される。なお、第２のシャッタ板５ｂの回動開始時において
、第２のシャッタ板５ｂの第２の制御突起６６が係合したローテーションホイール４の第
２のカム部６５の第１の湾曲部６５ａは、第２の非作用部となっており、何も作用しない
。
【００９２】
　更に、ローテーションホイール４が図１８中反矢印Ａ方向に回動すると、図１８に示す
ように、ローテーションホイール４のガイド溝５５に係合したガイド突起５１ｇは、ガイ
ド溝５５のローテーションホイール４の外周側の他端に移動する。第１のシャッタ板５ａ
の回動に伴って、第２のシャッタ板５ｂは、第１のシャッタ板５ａの第２の支軸６２ａを
中心に、第１のシャッタ板５ａに対して図１８中矢印Ｂ方向に回動する。すると、ローテ
ーションホイール４の第１の制御突起６３は、第１の作用部となっている第１のカム部６
４の拡狭部６４ａから第１の非作用部となっている第１のカム部６４の拡幅部６４ｂに移
動し、第２のシャッタ板５ｂに対しても作用しなくなる。これに代わって、第２のシャッ
タ板５ｂの第２の制御突起６６は、第２の非作用部となっている第１の湾曲部６５ａから
第２の作用部となっている第２の湾曲部６５ｂに移動し、第２のシャッタ板５ｂを図１８
中矢印Ｃ方向に回動する。これにより、被操作部４５は、第１の開口部３４のテーパ部２
４ｃにより拡幅された部分に位置し、第１及び第２の開口部２４，４４は、図２５に示す
ように、開放され、ローテーションホイール４内に収納されている光ディスク３を内外周
に亘って外部に臨ませることができる。
【００９３】
　このように、第２のシャッタ板５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を開放時におい
て、前半部分では、ローテーションホイール４の第１の制御突起６３と第１の作用部とな
っている第１のカム部６４の幅狭部６４ａとによって第２のシャッタ板５ｂを回動し、後
半部分では、第２のシャッタ板５ｂの第２の制御突起６６と第２の作用部となっている第
２のカム部６５の第２の湾曲部６５ｂとによって第２のシャッタ板５ｂを回動するように
している。このように、ディスクカートリッジ１は、第２のシャッタ板５ｂが第１及び第
２の開口部２４，４４を開放時において、前半部分と後半部分とで作用部を分け一の部分
の摺動領域を減らすことによって、ローテーションホイール４の第１の制御突起６３と第
１の作用部となっている第１のカム部６４の幅狭部６４ａの部分や第２のシャッタ板５ｂ
の第２の制御突起６６と第２の作用部となっている第２のカム部６５の第２の湾曲部６５
ｂの部分から摩耗によって塵埃等が発生することを防止するようにしている。
【００９４】
　ここで、記録及び／又は再生装置側のシャッタ開放ピン４１が係合されるローテーショ
ンホイール４の被操作部４５には、第１の被操作片４５ａの先端部に内側に折曲した係合
片４５ｄが設けられている。したがって、被操作部４５を構成する第１の被操作片４５ａ
と第２の被操作片４５ｂとにより構成された凹部には、シャッタ開放ピン４１が内側に折
曲した係合片４５ｄによって確実に係合し、ローテーションホイール４の回動操作時に、
被操作部４５よりシャッタ開放ピン４１が脱落することを防止することができる。
【００９５】
　第１及び第２の開口部２２，４４が開放されると、ローテーションホイール４内に回転
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可能に収納されている光ディスク３は、記録及び／又は再生装置側のディスク回転駆動機
構のディスクテーブルにセンタ孔３ａが係合すると共に、上シェル６に設けられたクラン
ピングプレート１３とディスクテーブルによって挟持され、ディスクテーブルによって回
転可能な状態になる。
【００９６】
　光ディスク３に情報信号を記録し、また、光ディスク３に記録された情報信号を再生す
るときには、光ディスク３がディスクテーブルによってＣＬＶ（constant linear veloci
ty）、ＣＡＶ（constant angular velocity）又はこれらの組み合わせで回転される。こ
れと共に、第１及び第２の開口部２４，４４内に進入した光ピックアップは、光ディスク
３の信号記録領域に半導体レーザより出射された波長が４００ｎｍ程度の光ビームを対物
レンズで集光し、光ディスク３の信号記録面に照射し、この信号記録面で反射された戻り
の光ビームを検出することによって、光ディスク３に情報信号を記録し、又は、光ディス
ク３に記録された情報信号の読み出しを行う。
【００９７】
　なお、ディスクカートリッジ１が記録及び／又は再生装置より排出されると、ローテー
ションホイール４は、付勢部材４８の付勢力により図１８中矢印Ａ方向に回動し、図１８
の状態から図１７の状態に戻る。そして、ロック部材７２のロック部７６はロック溝８４
内を移動し、係合凹部８５に係合し、第１及び第２の開口部２４，４４を閉塞した状態に
戻る。
【００９８】
　上述したローテーションホイール４を回動するシャッタ開放ピン４１が係合する被操作
部４５は、具体的に、図２６（Ａ）及び図２６（Ｂ）に示すように構成されている。ここ
で、図２６（Ａ）は、一対のシャッタ板５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を
開放する方向に移動開始したときの被操作部４５を示しており、図２６（Ｂ）は、一対の
シャッタ板５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を開放したときの被操作部４５
を示している。
【００９９】
　図２６（Ａ）に示すように、シャッタ開放ピン４１は、図２６（Ａ）中矢印Ｅ方向から
被操作部４５の凹部に挿入され、シャッタ開放ピン４１は、ローテーションホイール４の
回動する操作を開始したとき、第１の被操作片４５ａに突き当たる。このとき、シャッタ
開放ピン４１には、シャッタ開放ピン４１の挿入方向の矢印Ｆｙ方向の力が加わると共に
、ローテーションホイール４を図２６（Ａ）中矢印Ａ方向に付勢する付勢部材４８の付勢
力によるＦｘ方向の力が加わり、合力としてＦ方向の力が加わる。このとき、第１の被操
作片４５ａの作用点は、先端部の係合片４５ｄの内面４５ｅに隣り合う傾斜面４５ｆにあ
る。
【０１００】
　この被操作部４５は、ローテーションホイール４が第１及び第２の開口部２４，４４を
開放するため回転される間、円弧の軌跡を描き、これに伴い、被操作部４５の開口部分の
向きも被操作部４５の軌跡に合わせて変化する。
【０１０１】
　一対のシャッタ板５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を開放したとき、図２
６（Ｂ）に示すように、シャッタ開放ピン４１には、シャッタ開放ピン４１の挿入方向の
矢印Ｆｙ方向の力が加わると共に、ローテーションホイール４を図２６（Ｂ）中矢印Ａ方
向に付勢する付勢部材４８の付勢力によるＦｘ方向の力が加わり、合力としてＦ方向の力
が加わる。このとき、第１の被操作片４５ａの作用点は、傾斜面４５ｆから先端部の係合
片４５ｄの内面４５ｅに移動する。
【０１０２】
　図２６（Ａ）及び図２６（Ｂ）に示すように、被操作部４５は、一対のシャッタ板５ａ
，５ｂが第１及び第２の開口部２４，４４を閉塞しているときから第１及び第２の開口部
２４，４５を開放するときに亘って、第１の被操作片４５ａの先端部の係合片４５ｄの内
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面４５ｅが常にシャッタ開放ピン４１の挿入方向である矢印Ｅ方向に対して被操作部４５
の凹部の内側、すなわち第２の被操作片４５ｂ側に傾いた状態となっている。これにより
、シャッタ開放ピン４１は、一対のシャッタ板５ａ，５ｂが第１及び第２の開口部２４，
４４を閉塞しているときから第１及び第２の開口部２４，４５を開放するときに亘って、
常に被操作部４５を構成する第１の被操作片４５ａ、係合片４５ｅの何れか又は両方に係
合し、ローテーションホイール４の回動操作時における脱落が防止されることになる。し
たがって、係合片４５ｅは、図２６（Ａ）及び図２６（Ｂ）に示された角度より更に内側
に傾いていても良い。
【０１０３】
　以上、本発明を適用した小型のディスクカートリッジ１を例に取り説明したが、本発明
はこれに限定されるものではなく、例えば、特許文献１に示されたような標準的大きさの
ディスクカートリッジに適用することもできる。
【図面の簡単な説明】
【０１０４】
【図１】本発明を適用したディスクカートリッジを上シェル側から見た斜視図である。
【図２】上記ディスクカートリッジを下シェル側から見た斜視図である。
【図３】上記カートリッジの分解斜視図である。
【図４】上記ディスクカートリッジを構成する上シェルの内面側から見た平面図である。
【図５】上記上シェルの前面側の要部斜視図である。
【図６】上記カートリッジを構成する下シェルの内面側から見た平面図である。
【図７】挿入ガイド溝と挿入ガイドピンとの関係を説明する要部平面図である。
【図８】ローテーションホイールを光ディスクが収納される面側から見た斜視図である。
【図９】ローテーションホイールを下シェル側の面から見た斜視図である。
【図１０】ローテーションホイールに形成された被操作部を説明する要部斜視図である。
【図１１】シャッタ板の浮き上がり防止機構を説明する要部斜視図である。
【図１２】ローテーションホイールを一方向に付勢する付勢部材の係止突起を説明する要
部断面図である。
【図１３】シャッタ板とローテーションホイールとを示す斜視図である。
【図１４】第１のシャッタ板の回動支持構造を説明する要部断面図である。
【図１５】第１のシャッタ板のガイド機構を説明する要部断面図である。
【図１６】第２のシャッタ板の回動支持構造を説明する要部断面図である。
【図１７】シャッタ板が開口部を閉塞した状態を下シェル及び光ディスクを除いた状態で
示す平面図である。
【図１８】シャッタ板が開口部を開放した状態を下シェル及び光ディスクを除いた状態で
示す平面図である。
【図１９】ロック機構の分解斜視図である。
【図２０】ローテーションホイールのテーパ部とロック溝との関係を示すローテーション
ホイールの要部断面図である。
【図２１】ロック解除片が臨まされた挿入ガイド溝にロック解除ピンが挿入されていない
状態を示す要部断面図である。
【図２２】挿入ガイド溝にロック解除ピンが挿入された状態を示す要部断面図である。
【図２３】挿入ガイド溝の幅とロック解除ピンの延出量との関係を説明する要部正面図で
ある。
【図２４】挿入ガイド溝とロケーションホールとアライメントホールとの関係を示す平面
図である。
【図２５】第１の開口部を開放した状態を示すディスクカートリッジの斜視図である。
【図２６】シャッタ開放ピンが係合するローテーションホイールの被操作部の要部平面図
であり、（Ａ）は、一対のシャッタ板が第１及び第２の開口部を開放する方向に移動開始
したときの被操作部の位置を示し、（Ｂ）は、一対のシャッタ板が第１及び第２の開口部
２４，４４を開放したときの被操作部の位置を示す。
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【符号の説明】
【０１０５】
１　ディスクカートリッジ、２　カートリッジ本体、３　光ディスク、４　ローテーショ
ンホイール、５ａ，５ｂ　シャッタ板、６　上シェル、７　下シェル、２５ａ，２５ｂ　
挿入ガイド溝、４１　シャッタ開放ピン、４５　被操作部、４５ａ　第１の被操作片、４
５ｂ　第２の被操作片、４５ｃ　係合溝、４５ｄ　係合片、４５ｅ　内面、４５ｆ　傾斜
面、５０　係合溝、７１　ロック機構、７２　ロック部材、７３　基体部、７４　支軸、
７５　軸孔、７６　ロック部、７７　ロック解除片、１００　挿入ガイドピン

【図１】 【図２】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】

【図２１】
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【図２２】
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【図２４】
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